
 
時 ねらい 学 習 活 動 評価規準・場面・方法 資料および指導・援助 

１、応仁の乱の流れを年表から読み取り、本時の課題を

設定する。 
応仁の乱が11年間も続いたのは、なぜか。 

２、課題について資料から調べる。 
・ 各守護大名が細川氏と山名氏の東西に分かれて全国

的な戦いに広がったから。 
・ 将軍の義政が政治を行なわずに、花の御所で宴会ばか

りをしていたため。 
・ 都も焼け野原になってしまい、幕府自体が政治どころ

ではなくなってしまったから。 
・ 将軍の力では、守護大名たちの乱はおさえられなくな

ってきているのではないか。 
３、応仁の乱後の社会変化についてつかむ 
４、本時のまとめをする。 
 

 
 
 
〈イー①〉 
応仁の乱が 11 年間も続いた

理由を、義政と守護大名の勢

力関係に関連づけて考えてい

る。 
＜場面＞ 授業後 
＜方法＞ 
ノートの記述（授業のまとめ）

から、応仁の乱が長く続いた

理由を、義政と守護大名の勢

力関係に関連づけて考えてい

るか分析する。 

◇年表 
◇応仁の乱の関係

図 
◇応仁の乱での東

軍・西軍勢力図 
◇義政の政治 
（歴史年表資料） 

 
 

援助 
応仁の乱で東

軍・西軍と、将軍と

の関係に注目する

ように助言する。 

４ 
 
応

仁

の

乱 

 日本中の守

護大名が東西

に分かれた応

仁の乱が11 年

間も続くなか

で、将軍と守護

大名の勢力関

係が逆転した

ことに気づく

ことができる。 
 

 義政の時代には、将軍の力もだんだん弱くなり、守護大名に勝てなくなってきたため、応仁の乱は11年間も

続いてしまったのだ。一揆もだんだん起こるようになっているし、武士の政治はどうなるのだろう。 

１、室町時代前半と後半の一揆の発生件数を比較して、

本時の課題を設定する。 
室町時代後半に一揆の発生件数が増えたのはなぜか。 
２、資料から、自分の考えをまとめる。 
３、課題についての意見を交流する。 
・ 農民が借金のために生活が苦しいので一揆をおこす

ようになっている。土倉や酒屋、寺院など高い利子で

金貸しをしてもうけている者が襲われている。 
・ 畠山両軍の戦いのために田畑があらされ、米を奪われ

て年貢も払えないため農民は一揆をおこしている。 
・ 国人も畠山両軍の戦いが不満で、農民と一緒に一揆を

おこしている。 
４、室町時代後期の山城国で、農民の生活がどのように

変わったかを資料から読みとる。 
・「おきて」をつくったり、話し合いによって大切なこ

とを決めたり、自治をしている。 
５、本時のまとめをする。 

 
 
 
〈ウー②〉 
 農民が借金による生活苦か

ら土一揆をおこしているこ

と、また、国人と農民が畠山

軍によって受けた被害のため

に、団結して国一揆を結成し

たことを読みとっている。 
＜場面＞活動２・３のなかで 
＜方法＞ 
ノートへの記述や発言内容か

ら、農民の立場・国人の立場

に立って資料を読みとってい

るか分析する 

◇「一揆がおきた数

（室町時代前半・後

半）」 
◇「農民たちの一揆

（正長の土一揆）」 
◇「借金の苦しみ」 
◇「国人と農民の一

揆（山城の国一揆）」 
◇「国一揆のおき

て」 
 

援助 
農民たちが不満に

思うことを、資料の

なかから抜き出さ

せ、それをもとに考

えるように助言す

る。 

５ 
 
民

衆

の

成

長 

 室町時代後

半に近畿を中

心とした地域

で一揆が多発

したのは、室町

時代の農村で

自治的な組織

ができ、その組

織力で支配階

級に抵抗する

ようになった

ためであるこ

とが、正長の土

一揆の事実な

どを通してわ

かる。 
 

 室町時代後半に一揆の数が増えたのは、借金や戦いにより農民や国人の生活が苦しくなって、金持ちや支配

者に抵抗するようになったからだ。一揆をおこすなかで、農民や国人が団結して集落をつくったり、おきてを

つくったりしていて、たくましいと思った。 

１、写真から北山文化と東山文化を比較する。 
室町時代に特色の異なる文化が発達したのは、なせか。 
２、金閣・銀閣がつくられた時代背景を調べる。 
・ 義満が南北朝の争乱をまとめ、将軍の力がもっとも強

くなった時代に栄えたのが、北山文化である。 
・ 義政が応仁の乱をおさえられず、安らぎを求めてつく

ったのが、東山文化の代表の銀閣である。 
・ 文化の変化は、社会の変化と関係しているようだ。 
３、「能を楽しむ人々」「山城の国で行なわれた狂言」の

資料から、室町時代に文化が民衆の間へも広がったこ

とをつかむ。 
４、現代に受け継がれている室町時代の文化について、

まとめる。 
５、室町時代についての、感想を書く。 

 
 
 
 
〈イー②〉 
室町時代の北山文化と東山文

化の特色を、栄えた時代の社

会背景や将軍の力と結びつけ

て考えている。 
＜場面＞ 授業後 
＜方法＞ 
ノートの記述から、時代ので

きごとをもとに、北山文化・

東山文化の特色を説明できて

いるか分析する 

◇ 「金閣」「銀閣」 
（写真パネル） 
◇年表 
◇「能を楽しむ

人々」 
（教科書Ｐ.６４） 

◇「山城の国で行な

われた狂言」 
 

援助 
義満・義政のおこな

った政治を比較さ

せ、わかったことを

もとに文化の特色

を説明するように

助言する。 

６ 
 
室

町

文

化

と

そ

の

広

が

り 

 北山文化・東

山文化を比較

することを通

して、その特色

をつかむとと

もに、室町時代

に発達した文

化が、現代にも

多く伝わって

いることに気

づき、関心をも

つことができ

る。 
 

 同じ室町時代の文化でも、華やかな北山文化と質素な東山文化では、幕府の力や、時代の様子が異なるので、

全く特色がちがう。また、民衆も文化を楽しめるようになってきたところが、今までとちがうところだ。 



 


